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高 野 英 明
非化学量論的化合物卵 目ナ トリウムバナジウムブロンズ(♂-NaxV205と記す )は,Naが
バナジウムに電子を供給する ドナーとして存在するため,V5十の一部がV4十になり,磁性を示
すようになる｡特に∬-0.33の時には擬 1次元的な電気伝導や, 130K付近での1次の構造
相転移 ･金属 一絶縁体転移の存在,さらに20K付近 での磁気的相転移といった特徴的物性を
示すことが報告されている｡
C7)結晶作製法と結晶構造 - j9-NaxV205の結晶はNa2C03 とV205を混合し,加熱(750
℃まで),冷却 (約 5deg/hourで冷却 )して作られた (Bridgman法 )｡その反応はまx




くられている｡ ドナーとしてのNaは各 トンネルの各 1ayer ごとに存在可能な siteを2
つ持っているが,両方同時に占有することは,Coulomb反発力のため非常に難しい｡従っ
て特徴的な物性を呈す∬-0.33とい うNa濃度は,各 トンネルの各 layerに必ず1個Na+
が存在するような割合 ということになる｡またバナジウムには酸素のつくる octahedron
中のVl･V2の2つの siteと, bipyramid中のV3の計 3つの siteが考えられる｡Na
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(t7) V205の比熱 - pureV205は斜方晶系に属し,バナジウムが酸素のつくる tetrahe-
dron中に位置 している正味V05/2を単位 として結晶が構成されているo その比熱はこの
vo5/2を rigidな振動の単位ととると,測定温度領域においては, 3次元格子振動の
Debyeモー ドと分子 ･原子の局所振動による Einstein モー ドの2つの和として十分解
析可能である｡








る｡これにより j)とii)は解決でき, ii) については1次元格子間の3次元相互作用による
crossover効果と考えられる｡
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J9-NaxV205の零磁場での比熱(C/T-T2) p-NaXV205の磁場中比熱(C-T)
帥 今後の研究方向 - p-MxV205 については,高温側(130K付近 )の熱的研究･特に
比熱測定であり, accalorimetry を自作して研究を進めている｡
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